
○　本校の概要 令和7年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：

3
８８

3
８３

３：

3
８８

２：

2
５８

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

2
７９

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

2
７５

3
９６

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3
９２

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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９６

3
９６
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Ｃ

３：

成果
評価

令和６年度　大田区立開桜小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数：６４６名　　学級数：２１学級　（令和６年９月２日現在）
　・大森第二小学校と大森第六小学校が統合して「開桜小学校」となり、今年度開校２２周年を迎える。
　・行事や学習を通して、地域に開かれ、共に歩む学校を目指し、地域の特性を生かした教育活動を行っている。（町工場・商店街・こらぼ大森の見学、内川学習、海苔つけ体験、稚魚放流体験、外国人留学生との交流、キャリア教育、園芸・読書ボランティアとの活動等）
　・令和３年度から、授業スタイルに「ハンドサイン」を導入して、主体的に授業に取り組んでいる。また、「魔法の座り方」についても、学校全体で取り組んでいる。　・令和４年度から、７つの習慣の考え方を生かした学級指導、学年指導、学校経営を推進している。
　・令和５年度は、学校・家庭との連携強化を図り、教育効果を挙げていく。
　・令和６年度は、これまでの教育活動を基に、コミュニティ・スクールのスタート、おおた教育ビジョンの実現に向け、教育活動を展開していく。

2

学校関係者記入欄

A3

　
B4

◇コロナの５類以降、児童が主体的に
取り組むような場面や機会を教職員
が意図的に設定した。
①勉強ができた・分かった
②話し合い活動
③異学年交流など

◇学校行事や学校公開の様子を通し
て、こどもたちの変容を感じ取られた
結果であると考える。

◆一人ひとりが自分の可能性を信じ
て、努力していくことができるように、
教職員が一丸となって教育活動を工
夫し、展開していくことが重要である。

◇日本語以外の言語を使える児童が
身近に増え、自然に受け入れ融合し
ていると感じる。日本語指導や翻訳機
等を使用しながら、丁寧に対応してい
る。

◇家庭での会話の中に、違う文化に
ついて話題にする機会が少なかった
のが原因の一つと考える。

◆グローバル化が加速していく中で、
教職員、保護者の意識改革が必要で
あると考える。

A4

B１

◇様々な強化週間を実施するなど、
地道な活動を真剣に継続したことでこ
のような結果につながったと考える。

◇「子供に勉強しなさい」という割には
大人が一緒に取り組む意識、習慣が
不足していると考える。

◆児童に対しては、自ら進んで取り組
む意識付けを、保護者に対しては、無
理のない範囲で一緒に取り組むような
意識付けや啓蒙活動が必要だと考え
る。

A4

B２

２：

１：

４：

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・自分の考えを持ったり、発言したり、判断し行
動する場面を作ることが大切であると考えま
す。簡単なテーマでのディベートやグループ討
議など発言する機会を増やす取組はどうでしょ
うか。逆の立場になる授業を学校公開で行って
いたが、とても良いと思います。「家庭でも色々
な立場で話し合ってみよう」の宿題などで立場
を変えて話し合う機会を作るのも良いかもしれ
ません。
・他教科とそれぞれ連携した総合的な学びで、
こどもたちがさらに主体的に学び、力をつけら
れるよう宜しくお願い致します。
・この問題は、難しい課題だと思います。
・教職員の努力の結果、良くなったのでしょう。
・公開授業に伺った際、先生方が色々と工夫
し、準備されている様子が伝わってきました。こ
どもたちも、活発に話し合いや授業に取り組め
ているように感じました。

・グローバル化が進む社会なので、コミュニ
ケーション能力や文化・価値観の理解が必要だ
と思います。それには、「日本」の文化や伝統を
理解することが大切であり、自分の国を知るこ
とがグローバル化につながると思います。地域
を知り、愛することはとても重要だと思います。
・学級内でも様々な国籍の児童が増えて、先生
方の日々の努力で教室が安定しているのがわ
かります。自然と日常の生活の中で、こどもた
ちのコミュニケーション能力がグローバル化に
も対応しているのを見ると、一人ひとりの先生
方の有能さを感じます。
・英語教育を増やす試みは必要なことです。こ
どもたちのグローバル化に対する対応が急務
である。
・家庭で和やかなだんらんを取りづらい世の中
です。学校と家庭の連携が必要です。日常生
活に余裕がないと取り組めない項目。頑張りま
しょう。
・外国にルーツを持つこどもたちが多くなってき
て、先生方もご苦労されていると聞きました。体
や性格等生まれながらの特徴を差別したり攻
撃する様な事がないように願っています。（こど
も同志が）
地域においても、こどもたちや高齢者、障害者
などと共に気持ちよく生活できるよう、命を大切
にする「空気」と「土壌」を作っていきたいと思い
ます。

・一緒に行うことがキーワードになると思いま
す。会社でも問題が起こった際には、職位の高
い職員は言葉で言うことを聞かせようとするき
らいがあります。汗をかいて動いている姿を見
せられたら良いのですが・・・・。
・「保護者と一緒」、こどもたちにとっては素晴ら
しい言葉ですが、余裕のない家族事情のある
家庭のこどもが、増々取り残され、疎外された
気持ちにならないか少し不安になります。
・定期的な補習学習で学力の定着が向上し、学
ぶ意欲につながると思います。日々継続的なご
指導のおかげだと思います。
・こどもたちの個性を伸ばすには、褒めることが
大事です。
・健康教育では、「姿勢教室」講習で「魔法の座
り方」を学んでいました。生きる活力を呼び込む
取組です。
・両親とも働きながら、しかも長時間労働で体も
心も疲れて、帰宅してからこどもへの声掛けも
荒くなるということも少なくないのかなと思いま
す。また、最近の急速なデジタル化や教育現場
の変化に親自身の学習体験とのギャップも一
つの要因で、親から子への声掛けが少なくなっ
ているかもしれません。何れにしても、親自身
がこどもの学習に少し長い目で見られる余裕
と、学校への信頼が大切だと感じます。

A４「以前より主体的に
取り組むようになった」
とアンケートで回答した
児童の割合が８５％以
上。

B４「我が子が主体的に
取り組むようになった」
とアンケートで回答した
保護者の割合が８５％
以上。

A３　８０％以上。
B３　８０％以上。

A２　７０％以上。
B２　７０％以上。

A１　７０％未満。
B１　７０％未満。

４：

３：

２：

１：

４：

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

A4「自分と違う考えを受
け入れている」とアン
ケートで回答した児童
の割合８０％以上。

B4「家庭で、違う文化に
ついて話題にしたり、触
れたりしている」とアン
ケートで回答した保護
者の割合８０％以上。

A３　７５％以上。
B３　７５％以上。

A2　７０％以上。
B2　７０％以上。

A1　７０％未満。
B１　７０％未満。

A４「進んで勉強する、
進んで体を鍛えている」
とアンケートで回答した
児童の割合が８０％以
上。

B４「保護者も、勉強した
り、体を鍛えている」と
アンケートで回答した保
護者の割合が８０％以
上。

A３　７５％以上。
B３　７５％以上。

A２　７０％以上。
B２　７０％以上。

A１　７０％未満。
B１　７０％未満。

Ｄ

9

1Ｂ

Ｃ



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ

Ａ 8

１：

Ｄ

Ａ 8

Ｃ

４：

３：

２：

3
９２

3
９２

2
６３

Ｃ

3
９６

3
９２

4
１００

３：

1

Ｂ 2

Ｂ 2

A4「地域のことを学んだ
り、地域行事に参加し
たりしている」とアン
ケートで回答した児童
の割合　８５％以上。

B4「学校は、保護者や
地域と連携している」と
アンケートで回答した保
護者の割合８５％以
上。

A３　８０％以上。
B３　８０％以上。

A2　７０％以上。
B2　７０％以上。

A1　７０％未満。
B１　７０％未満。

◇地域行事が復活し、多くの児童が
参加している印象がある。ただ、高学
年の参加児童が少ない気がする。

◇教員が地域行事に参加するように
なり、保護者・地域との連携が深まっ
た。教員が、児童の学校外での表情
を見ることができたことも良かったこと
だと考える。

◆祭礼、防災訓練、餅つきなどの地域
行事に親子で参加する機運を醸成し
ていくことが重要である。

Ｄ

Ｃ

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

3
８８

3
９６

3
９６

4
１００

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④校内研究のもと、７つの習慣を取り入れ
た教育活動を通して、自立した児童の育成
に取り組んでいる。

③ICT機器を活用して、児童に資料を提示
したり、タブレットを活用したりして、分かり
やすい授業づくりに取り組んでいる。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4
１００

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

2
７５
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

A1

B４

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3
９２

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：

２：

３：

３：

A4「ICT機器のルールを
守り活用できている」と
アンケートで回答した児
童の割合８５％以上。

B4「学校は、安全・安心
な学校づくりに努めてい
る」とアンケートで回答
した保護者の割合８
５％以上。

A３　８０％以上。
B３　８０％以上。

A2　７０％以上。
B2　７０％以上。

A1　７０％未満。
B１　７０％未満。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

A４「授業が分かりやす
い、授業が楽しい」」とア
ンケートで回答した児童
の割合が８５％以上。

B４「質の高い教育を実
現するため、学校は努
力している」とアンケー
トで回答した保護者の
割合が８５％以上。

A３　８０％以上。
B３　８０％以上。

A２　７０％以上。
B２　７０％以上。

A１　７０％未満。
B１　７０％未満。

２：

１：

A４「先生方は、話しを
聞いてくれたり、寄り
添ってくれる」とアン
ケートで回答した児童
の割合が８５％以上。

B４「学校は、児童一人
ひとりを大切にした教育
活動を行っている」とア
ンケートで回答した保護
者が８５％以上。

A３　８０％以上。
B３　８０％以上。

A２　７０％以上。
B２　７０％以上。

A１　７０％未満。
B１　７０％未満。

４：

１：

１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ

Ｄ

Ｂ 1

◇ICT機器の使用ルールの重要性を
理解させながら、遵守するように指導
した結果であると考える。

◇学校は、トラブルの未然防止に努
め、スピード感をもって対応した結果
であると考える。

◆家庭においては、ユーチューブや
ゲーム等の視聴時間が増加してい
る。今後は、各家庭での話し合いによ
るルール作りが必要であると考える。

A4

B4

・セキュリティ面など問題はないと思います。高
学年はスマホ等も使用するかと思いますので、
ネットリテラシー等も必要になってきます。
・情報を正しく判断し、上手にコントロールする
ことが求められる時代です。トライ・アンド・エ
ラーしながら進みましょう。
・内川やノリの養殖、町工場など、地域の歴史
をこどもたちに伝え育んできた先生方のご努力
は、大切で貴重な実践だと思います。地元の
様々な方のご協力も得ながら、これからもお願
いいたします。

・地域の中核としても学校の役割は問われてい
ます。災害時の防災拠点にもなっており、運用
など考えることは多いと思います。地域・こど
も・学校・教師・保護者が協力できるネットワー
クを作れるように話し合いが必要だと思いま
す。ラジオ体操・盆踊りなどのイベントに積極的
に関わることの必要性も感じました。
・校長先生の熱意で近隣では、一番開かれた
学校だと思います。良い事、悪い事、オープン
に両方お話しされる森先生は、とても信頼でき
ます。
・学校と地域の連携は、良くとれていると思いま
す。先生方、ありがとうございます。
・今後とも、児童の安全・安心に努めていただき
たいです。町会としての行事に多数参加しても
らえるように努力していきます。
・学校と地域の連携は、大切です。コミュニケー
ションを図りながら、歩みましょう。
・こどもたちを大切に地域で見守り育てていきた
い、という気風が大森西地域には根付いている
様に思います。先生方には、地域と交わりが深
く広くなると、その分、ご苦労が生まれるかも知
れませんが、地域には、長い歴史に裏打ちされ
た知恵と力を持った方がおりますので、声をか
けられたら力になってくださると思います。

・各人のスキルアップをお願いいたします。夜
間まで残って授業の研究をされているのを見て
いると、頭が下がります。
・教職員の前向きな行動の「賜物」です。ありが
とうございます。

◇教師自身が自己研鑽をしたり、区
内外の研修会に積極的に参加をした
りして、授業力の向上に努めた。

◇校内OJTを実施し、互いに学び合う
機会を設定し、学びを深め合った。

◇校内研究授業を年間を通して実施
し、授業力の向上に努めた。

◆教師自身が研究と修養に努め、
日々研鑽していくことが重要である。

A4

B４

・学校公開や面談で先生を知り、話すことが大
切だと思います。こどもから、学校はどうだっ
た？給食は？など家族間でコミュニケーション
を取れれば、学校の様子なども垣間見えるの
かもしれません。
・日頃のご指導の成果が十分現れている結果
だと思います。
・海外からの転校生の対応ご苦労様です。引き
続き、教職員の組織力で頑張ってください。
・校長先生が掲げている「7つの習慣」など、自
ら実践している姿から、こどもたちも、親・地域
の方も信頼を深め、協力をしようとの気持ちも
強くなってきていると思います。これからも、宜
しくお願い致します。

◇一人ひとりを大切にする教育活動
を展開することを念頭に行ってきた結
果であると考える。

◇児童が学校での様子を保護者に伝
えたり、学校公開や行事の様子から
感じ取ってくださったりした結果である
と考える。

◆引き続き児童の様子を丁寧に見取
り、適切に対応できる資質・能力を向
上させていくことが重要である。

A４

B4


